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し 02 B 通信設定ファイル（ドライバ）をインス!ルする . 

インストールしたし 02 B 通信設定ファイル（ドライバ）を確認する •••• 
L -02 B 通信設定ファイル（ドライバ）をアンインス!ルする . 

ドコモコネクションマネージャを使って通信の設定を行う 

ドコモコネクションマネージャについて . 

ドコモコネクションマネージャをインス!ルする前に . 

ドコモコネクションマネージャをインス!ルする . 

ドコモコネクションマネージャを起動する . 

ドコモコネクションマネージャを使わずに通信の設定を巧う 

ダイヤルアップネットワークの設定 

通信を行う . 

AT コマンドについて . 
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パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 L -02 B でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、 CD - R 日 M 内の 
「 L -02 B 通信設定ファイル（ドライバ)」「ドコモコネクションマネージャ」のインス!ル方法などを説明 
しています。お使いの環境によっては操作手順や画面び一部異なる場合びあります。 


L -02 B パソコン接続マニュアル 
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L -02 B は、海外でも 3 G または GPRS のパケット通信 
にが応したアクセスポイントを利用して、データ通 
信びできます。 



FOMA 端末をパソコンと接続して、パケット通信と 
データ お送 （ OBEXTM 通信）による データ 通信をご 
利用いただけます。 

• 日 4 K データ通信には対応していません。 

• Remote Wakeup には対応していません。 

• FAX 通信はサポートしていません。 

• ドコモの PDA 「si 旨 marionin 」 には対応していません。 


データ転送 （OBEXTM 通信) 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の 
FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信しまず。 



《本 FOMA 端ホからパソコンへの画像送信は行えませ 
ん/。 


パケット通信 


送受信したデータ量に応じて通信料金びかかる通信方 
式です。ネットワークに接続したままの状態で必要なと 
きにのみデータを送受信する使いかたに適しています。 
通信環境やネットワークの混雑状況の影響により通信速 
度び変化するベストエフォート方式による提供です。 

ドコモのインターネット接続ヴービス rm 叩 eraU 」 
など、 FOMA パケット通信に対応した接続先を利用 
して、受信時最大 7.2 Mbps / 送信時最大 384 kbps 
(ベストエフォート方式）の高速通信を行うことび 
でをます。 

多量のデータ通信を行ラと、通信料金び高額になり 
ますのでごを意ください。 

《2 • 最大 7.2 Mbps • 最大 384 kbps とは、技術規格上 
の最大値であり、実際の通信速度を示すものでは 
ありません。実際の通信速度は、ネットワークの 
混み具合や、通信環境により異なります。 

- FOMA 八イスピードエ U ア外や HIGH - SPEED に対 
応していないアクセスポイントに接続するときは、通 
信速度び遅 < なる場合びあります。 


ご利用にあたつての留意点 

インターネットサービスプ□バイダの利用 
料について 


インターネットを利用ずる場合は、ご利用になるイン 
ターネットサービスプ□バイダ a ソ降プ□バイダ）に 
巧する利用料び必要になりまず。この利用料は、 
FOMA ヴービスの利用料とは別に直接プ□バイダにお 
ま仏いいたださます。利用料の詳細については、ご利 
用のプ□バイダにお問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続ヴービス rmopera UJ 
をご利用いただけます 。 rmopera U 」 をご利用いた 
だく場合は、お申し込みび必要（有料）となりまず。 


接続先（プ□バイダなど）の設定について 


パケット通信を行うときはパケット通信対応の接続 
先をご利用ください。 

• DoPa のアクセスポイントには接続でさません。 

• rmopera 」 のサービス内容および接続設定方法につい 
ては rmopera 」 のホームページをご確認ください。 
http :// www . mQpera . net / mQpera / index.html 


パケツト通信の条件 


FOMA 端末とパソコンなどを接続して通信を行うに 
は、次の条件^び必要になりまず。ただし、条件び 
整っていても基地局の混雑状況や電波が態によって 
通信でさないことびあります。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル日1/02 (別売) 
び利用でさるパソコンであること 

• FOMA ヴービスエ U ア内であること 

• アクセスポイントび FOMA のパケット通信に対応して 
いること 

《曰本国内の場合です。 































ごな用になる前に 


動作環境について 


データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は 
次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

. PC - AT 互換機で CD - ROM ドライブ 
び使用でさる機器 

• US 巨ポート （Universal Serial Bus 
Specification Rev ] .1/2.0 準拠） 

• ディスプレイ解像度80 OX 日00 
ドット 、 High Color （日已，已3目色） 

政上を推奨 

0 S 《1《2 

• Windows Vista、Windows XP 、 
Windows 2000 (各日本語版） 

必要 メモリ 

• Windows Vista : 512 M バイト 

• Windows XP : 128 IVI バイト政上 

• Windows 2000 :日 4 M バイト切上 

八 ー ドディスク 
巧量※3《4 

• 已 M バイト攻上の空き容量 


《1 0 S アップグレードからの動作は保証いたしかねます。 
《2動作環境の詳細はドコモホームページをご確認<だ 
さい。 

《3必要メモ U 、 八ードディスク容量は、パソコンのシ 
ステム構成によって異なる場合びあります。 

《4ドコモコネクションマネージャは、10 M バイト政 
上の空さ容量び必要です。 

• メニューび動作する推奨環境は Micros □け Internet 
Explorer 7.0攻降です。 

CD - ROM をセットしてもメニューび表示されない場合 
は次の手順で操作して < ださい。 

① 「@(スタート)」 ► 「コンピュータ」を順にク 
リックする 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「マイコンピュータ」を順にク 
IJ ックする 

■ Windows 2000の場合 

デスクトップの「マイコンピュータ」アイコ 
ンを夕'ブルク U ックする 

② CD-ROM のアイコンをもクリック ► 「開く」を選択 
⑤ rindex.htmlj をダブルクリックずる 

《 Windows XP / 2000の場合、推奨環境は 
Micros が t Internet Explorer 日.0じ(降です。 

• 付属の CD - ROM をパソコンにセットすると、警告画面 
び表示される場合びあります。この警告は、 

Microsoft Internet Explorer のセキュ U テイの設定に 
よって表示されますび、使用には問題ありません。 
[はい]をク U ックしてくださし、。 


必要な機器について 


データ通信を利用するには、 FOMA 端末とパソコン 
外に次の機器、およびソフトウェアび必要です。 

• FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル01/02 (別売) 
または FOMA USB 接続ケーブル（別売） 

• L -02 目用 CD-ROM (付属品） 

お知らせ 

• US 目ケーブルは、専用の FOMA 充電機能付 USB 
接続ケーブル01/02、または FOMA US 目接続 
ケーブルをお買いホめ<ださい。パソコン用の 
US 目ケーブルはコネクタ部の形状び異なるため使 
用でさません。 

• US 目 HU 目を使用すると、正常に動作しない場合 
びあります。 


データ面送（〇己 EXTM 通 
信）の準備の流れ 


FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル01/02 ( 別 
売）をご利用になる場合には、し 02 B 通信設定ファ 
イルをインストールしてください。 























データ通信の準備の流れ 


FOMA 端末とパソコンを接続してパケット通信を利 
用する場合の準備の流れは次のとおりです。 



し 02 B 通信設定ファイルとドコモコネクションマ 
ネー ジャについて 

L -02 B 通信設定ファイル（ドライバ） 

FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01/02で接続して、パケット通信やファ 
イル転送をするために必要なソフトウエア （ ドライ 
八')です。 

ドコモコネクションマネージャ 

パケット通信の接続先 （ APN ) やダイヤルアップな 
どの設定を簡単に行うためのソフトウエアです。 


FOMA 端末とパソコンを接 
続ずる 

FOMA 端末とパソコンを FOMA 巧電機能付 USB 接 
続ケーブル01/02 (別売）で接続する方法につい 
て説明します。 


こ USB モード設定 


USB モードを設定ずる 


FOMA 端末の 「 USB モード設定」を「通信モード」 
にします。 

1 趣) ►「設定」►「その他」 ►rusB モード設 
定」 

^^通信モード _ 

百 fflicroSD モード 
B MT 巧ード 


2 「通信 モー ド」 


FOMA 端末とパソコンを FOMA 巧電機能付 
USB 接続ケ-ブル01/02側売）で接続ずる 


1 FOMA 端末の外部接続端子キャップを 
開け ( O )、 F 0 MA 巧電機能付 USB 接続 
ケーブル01/02の外部接続コネクタ 
をラベル面を上にしてまっすぐ r カチッ」 
と音びするまで差し込む (©) 

2 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 
01/02の USB コネクタをパソコンの 
USB 端子に接続する (©) 



巧のぺージへ続く 




























取り外しかた 

① FOMA 巧電機能付 USB 接続ヶーブル01/02 
(別売）のが部接続コネクタのリリースボタンを押 
しなが5、まっすぐ引き抜く （〇) 



②パソコンの USB 端子か 5 F 0 MA 巧電機能付 USB 
接続ケーブル01/02を引き巧く （0) 


お知らせ 

• 通信の切断、誤動作、データ消失の原因となるた 
め、データ通信中に FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01/02を取りがさないで<ださい。 

• FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル01/02の 
コネクタは無理に接続しないで<ださい。故障の 
原因となります。各コネクタの向さや角度び正し 
くないと、接続でさません。各コネクタの向さや 
角度び正しいとさは、強い力を入れなくてもス 
ムーズに接続でさるよラになっています。ラまく 
接続でさないときは、無理に行わずに、もう一度 
コネクタの向さや角度、形状などを確認してくだ 
さい。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02は 
無理に取りがさないでください。無理に引っ張ろ 
ラとすると故障の原因となります。 


インストール/アンインス 
卜ール時の注意点 


し 02 B 通信設定ファイル（ドライバ）やドコモコネ 

クシヨンマネージャのインストール/アンインス 

トール時は、次の点にごミち意ください。 

• インストール/アンインストールを行う場合は、必ずパ 
ソコンの管理者権限を持ったアカウントで行ってくださ 
し、。それじ(外のアカウントでインス!-ール/アンインス 
トールを行うとエラーになります。パソコンの管理者権 
限に関する設定や操作については、各パソコンメーカま 
たはマイク□ソフト社にお問い合わせください。 

• インストール/アンインス!-ールを行ラ前に、他のソフ 
トウェアび稼動していないことを確認してください。稼 
動している場合は、ソフトウェアを終了させてから行っ 
て < ださい。 

■ Windows Vista の場合 

「ユーヴーアカウント制御」画面び表示された場合 
は、「許巧」または「続行」をクリックするか、パ 
スワードを入力して [0 K ] をクリックしてくださ 
し、。パソコンの管理者権限に関する設定や操作に 
ついては、各パソコンメーカまたはマイク□ソフ 
卜社にお問い合わせください。 


し 









し 02 己通信設定ファイル（ド 
ライパ）をインストールずる 


FOMA 端末とパソコンをはじめて FOMA 巧電機能付 
USB 接続ケーブル01/02 (別売）で接続する場合 
は、 L -02 B 通信設定ファイルをインス!ルしてお 
く必要びあります。 

• L -02 目通信設定ファイルのインストールは、必ず FOMA 
端末とパソコンび接続されていない状態で開始してくだ 
さい。 

• 操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール 
時のを意点」 ( P 4) を参照して<ださい。 


Windows Vista にインストール 
ずる場合 


1 L -02 B 用 CD - ROM をパソコンにセット 
する 

「 L -02 目 CD - ROM 」 画面び表示されます。 



• パソコンの設定によっては、表示されない場合び 
あります。その場合は、操作3に進みます。 

2 画面ち上の@をクリックする 

「 L -02 目 CD - ROM 」 画面び消えます。 

3 パソコンと FOMA 端末を接続ずる 

パソコンの画面のタスクバーから「新しい八ード 
ウェアび見つかりました」といラポップアップメッ 
セージび数秒間表示されます。 

• 接続ち法 ^ P 3 

• FOMA 端末の電源び入っている状態で接続して< 
ださい。 


4 「ドライバソフトウェアを検索してイン 
ストールしまず(推奨)」をクリックずる 

• ク U ック後、パソコンの画面のタスクバーから 
「デバイスドライバソフトウェアをインス1-一 
ルしています」といラポップアップメッセージび 
数秒間表示されます。 

• L -02 B 通信設定ファイルを同じパソコンに2回!;！ 
上インス!-ールした場合は、次の画面び表示され 
ず、パソコンの画面のタスクバーから「デバイス 
ドライバソフトウェアび正しくインストールされ 
ました」といラポップアップメッセージび数秒間 
表示され、自動的にインストールび完了すること 
びあります。 

その場合は、続いて L -02 B 通信設定ファイルび正 
しくインストールされていることを確認してくだ 
さい。一 P 9 



5 「ディスクはありません。他の方法を試し 
ます」をクリックする 



巧のぺージへ続く 
















































6 「コンピュータを参照してドライバソフ 
トウエアを検索しまず让級)」をクリッ 
クずる 



7 L -02 B 通信設定ファイル（ドライバ)の 
検索巧を入力►[巧へ]をクリックずる 

検索先として、「次の場所でドライバソフトウェアを検 
索します」欄に「く CD - ROM ドライブ名> :¥旨 uide 
¥ L -02 B _ driver _ vista 32¥ WinVista 32 J と入力し 
ます。 



8 インス!-ールの終了画面で[閉じる]をク 
リックずる 

この後、操作6〜8を2回行い、 L -02 B 通信設定フアイ 
ルをすべてインス I -ールします。 


すべての L -02 目通信設定ファイルのインス I -ールび 
完了すると、パソコンの画面のタスクバーから「デ 
バイスドライバソフトウェアび正しくインス!-一 
ルされました」といラポップアップメッセージび数 
秒間表示されます。 

続いて、 L -02 目通信設定ファイルび正しくインス 
トールされていることを確認してください。 - P 9 


Windows XP にインストールずる 

+曰 A 

柄口 


1 L -02 B 用 CD - ROM をパソコンにセット 
する 

「 L -02 目 CD - ROM 」 画面び表示されます。 



• パソコンの設定によっては、表示されない場合び 
あります。その場合は、操作3に進みます。 


2 画面ち上の因をクリックずる 

「 L -02 目 CD - ROM 」 画面び消えます。 

3 パソコンと FOMA 端末を接続ずる 

パソコンの画面のタスクバーから「新しい八ード 
ウェアび見つかりました」といラポップアップメッ 
セージび数秒間表示されます。 

• 接続方法 ^ P 3 

• FOMA 端末の電源び入っている状態で接続してく 
ださい。 

4 「いいえ、今回は接続しません」を選択 ► 
[次へ]をクリックする 



、》 巧のぺージへ続く 





















































5 「一覧または特定の場所か 5 インストー 
ルする（詳細)」を選択 ► [次へ]をクリッ 


7 新しし、 A - ドウエアの検索ウイザードの 
完了画面で[完了]をクリックずる 


クずる 



も 「次の場所で最適のドライバを検索する」を 
選択►「リムーバブルメディア（フ□ッ 
ピ ー 、 CD - ROM など)を検索」のチエックを 


外す►「次の場所を含める」にチェックを入 
れる►し 02 B 通信設定ファイル（ドライバ) 
の検索先を入力 ► [次へ]をクリックする 

検索先として、「次の場所を含める」欄に 
「く CD-ROM ドライブ名> : ¥ guide ¥ L -02 目_ 
drive し vista 32¥ Win 2 k _ XP 」 と入力します。 



■ 最適なソフトウエアの選択画面び表示された 
場合 

パソコンの状況によっては、次のよラな画面び表 
示される場合びあります。 

その場合は「く CD - ROM ドライブ名> : ¥guide 
¥ L -02 B _ か ive し vista 32¥ Win 2 k _ XP 」 を選 
択^ [次へ]をク IJ ックして、インストールを続 
けて < ださい。 


下®—長かり、ードウ巧に居*6リフトウ:!巧 S んでげな、 


み 



バ—ジョシ强适元_ _巧所 _ _ 

I L02B 1 .0.0.0 NTT DOCOMO. INC. e：¥5uide¥l-02b_driver.vista32¥winvista32 



この後、操作4〜7を2回行い、 L -02 巨通信設定ファ 
イルをすべてインストールします。 


すべての L -02 目通信設定ファイルのインス I -ールび 
完了すると、パソコンの画面のタスクバーから「新 
しい八ードウエアびインス!-ールされ、使用準備び 
でさました」といラポップアップメッセージび数秒 
間表示されます。 

続いて、 L -02 目通信設定ファイルび正しくインス 
I -ールされていることを確認してください。一 P 9 


Windows 2000にインストールする 

+曰 A 

柄 □ 


1 L -02 B 用 CD - ROM をパソコンにセット 
ずる 

「 L -02 目 CD - ROM 」 画面び表示されます。 



• パソコンの設定によっては、表示されない場合び 
あります。その場合は、操作3に進みます。 

2 画面ち上の互!をクリックずる 

「 L -02 目 CD - ROM 」 画面び消えます。 

3 パソコンと FOMA 端末を接続ずる 

「新しい八ードウエアび見つかりました」画面び数秒 
間表示されます。 

• 接続ち法 ^ P 3 

• FOMA 端末の電源び入っている状態で接続して< 
ださい。 


このドライ/化げジタ ルミ まされています。 
ドうイ J 饰 ミ を ザ そ巧ね巧わ 


巧のぺージへ続く 































































4 [次へ]をクリックずる 



5 「デバイスに最適なドライバを選択する 
(推奨)」を選択 ► [巧へ]をクリックする 



A r 場所を指定」を選択►[次へ]をクリック 
する 



8 ドライバ名を確認►[次へ]をクリックする 



〇 新しい八ードウエアの検索ウイザードの 

完了画面で[完了]をクリツクする 

この後、操作4〜9を2回行い、 L -02 目通信設定ファ 
イルをすべてインストールします。 


接続後、 L -02 目通信設定ファイルび自動的にインス 
I -ールされます。 

すべての L -02 目通信設定ファイルのインス I -ールび 
完了すると、パソコンの画面のタスクバーから「新 
しい八ードウエアびインス!-ールされ、使用準備び 
でさました」といラポップアップメッセージび数秒 
間表示されます。 

続いて、 L -02 目通信設定ファイルび正しくインス 
I -ールされていることを確認してください。一 P 9 


7 し 02 B 通信設定ファイル（ドライバ)の 
検索巧を入力 ► [0 K ] をクリックずる 

検索先として、「製造元のファイルのコピー元」欄に 
「く CD-ROM ドライブ名> : ¥ guide ¥ L -02 目_ 
driver _ vista 32¥ Win 2 k_XPJ と入力します。 



















































インスト—ルしたし02已通信醜 
ファイル（ドライバ）を確認する 


し 02 B 通信設定ファイルび正しくインストールされ 
ていることを確認します。 

例： Windows Vista の場合 

1 「@(スタート)」 ►!" コント□—ルパネ 
ル」►「システムとメンテナンス」を順に 
クリックする 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「コント□ールパネル」►「パ 
フォーマンスとメンテナンス」 ► 「システム」 
を順にク U ックします。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「設定」 ► 「コント □ ールパネ 
ル」 ► 「システム」を順にク U ックします。 

2 「デバイスマネージャ」►[続行]を順にク 
リックする 

■ Windows XP の場合 

「八ードウエア」タブをク U ック ► [デバイス 
マネージャ]をク U ックします。 

■ Windows 2000の場合 

「八ードウエア」タブをク U ック ► 「デバイス 
マネージャ」をク U ックします。 

3 各デバイス表示をクリックして、インス 
トールされたドライバ名を確認ずる 

「ユニ パーサル シ I 」アルバスコント□-ラ」「ポート 
(COM と LPT )」 「モデム」の备デバイスにすべてのド 
ライバび表示されていることを確認します。 



Windows Vis ねの場合 


デバイス表示 

ドライバ名 

ユニバーサルシ1」アルバス 
コント□-ラ 

FOMA L 02 B 

ポート （ COM と LPT ) 

FOMA L 02 B OBEX 
Port 

モデム 

FOMA L 02 B 


FOMA 端末の通信ポート番号を確認するには 

ドコモコネクションマネージャを使わずに通信の設 
定を行ラとさなどに、 FOMA 端末のモデム名や通信 
ポート （ COM ポート）の番号び必要になる場合びあ 
ります。デバイスマネージャ画面から確認する方法 
を説明します。 

① FOMA 端末とパソコンを接続する 

• 接続方法 ^ P 3 

② r インス!ルした L -02 B 通信設定ファイル（ド 
ライパ）を確認する」の操作1〜2を行ラ 

③ 「モデム」をクリック ► [FOMA L 02 BJ を選択 ► 
メニューバーか5 [操作] ► 口□パティ]を順 
にクリック ► 「モデム」タブをクリックずる 
「ポート:」のち側に FOMA 端末の COM ポート番号 
び表示されます。 























































本書では、ドコモコネクションマネージャのインス 
トール方法までをご案内いたしまず。 

端末を使ってインターネットに接続ずるためには、 
サービスおよびデータ通信に巧応したインターネッ 
トサービスプ□バイダ （「 m 叩 era U 」 など）のご契 
約びぶ^要でず。 

詳しくは、ドコモのホームページをご覧ください。 


お知らせ 

<従 量 制データ通信 （ i モードパケット定額ヴービ 

スなど含む）のご利用について> 

• パケット通信を利用して、画像を含むホームペー 
ジの閲覧、データのダウン□ード（例；アプリ 
ケーシヨンや音楽-動画データ、 0 S • ウイルス 
対策ソフトのアップデート）などのデータ量の多 
い通信を行ラと、通信料び高額となる場合びあり 
ますのでごを意ください。 

なお、本 FOMA 端末をパソコンなどに US 目ケーブ 
ルで接続してデータ通信を行ラ場合は、 FOMA の 
パケット定額サービス「パケ•ホーダイ」、「パ 
ケ-ホーダイフル」、「目 iz • ホーダイ」の定額巧 
象外通信となりますのでごを意 < ださし、。 

<定額データプランのご利用について> 

• 定額データプランを利用するには、定額データ通 
信に対応した輯金プラン-インターネットサービ 
スプ□バイダにご契約いただく必要びあります。 
詳しくはドコモのホームページをご確認ください。 

< mopera のご利用について> 

• 接続設定方法については 「 mopera 」 のホーム 
ページをご確認ください。 
http :// www . mopera . net / mopera / suppo け/ 
index.html 


初期設定では表示 
されません。詳し 
くはドコモコネ 
クシ ヨンマネー 
ジヤのヘルプをご 
覧< ださい。 


1 「@(スタート)」コント□—ルパネ 
ル」►「プ□グラムのアンインス!ル」 
を順にクリックする 

「プ□グラムのアンインストールまたは変更」画面び表 
示されます。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「コント□ールパネル」►「プ 
□グラムの追加と削除」を順にク U ックしま 
す。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「設定」 ► 「コント□ールパネ 
ル」を順にク U ック ► 「アプリケーションの 
追加と削除」をダブルク U ックします。 

2 「FOMA L 02 B USB 」 を選択►「続行」を 
クリックする 

■ Windows XP / 2000の場合 

「FOMA L 02 B USB 」 を選択 ► 「変更と削 
除」をク U ックします。 

3 [0 K ] をクリックずる 



4 アンインス!-ールの確認画面で [0 K ] を 
クリックする 

アンインス I -ールび終了します。 

お知らせ 

• L -02 目通信設定ファイルをインストールするとき 
に、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/ 
02 (別売）びがれたり、パソコンで[キャンセ 
ル]を巧してインス!-ールを中止したりすると、 
正常にインス!-ールされない場合びあります。こ 
のよラな場合は、アンインス!-ールの操作を行つ 
て L -02 目通信設定ファイルを一度削除してから、 
再度インス!-ールしてください。 



し02巳通信設定ファイル（ドラ 
イパ）をアンインストールする 


し 02 B 通信設定ファイルのアンインストールび必要 
な場合は、次の手順で行います。 

• L -02 目通信設定ファイルのアンインス!-ールは、必ず 
FOMA 端末とパソコンび接続されていない状態で開始 
して < ださい。 

• 操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール 
時のを意点」 （ P 4) を参照して<ださい。 

例 ： Windows Vista の場合 


ドコモコネクション7ネー 
ジャについて _ 

「ドコモコネクションマネージャ」は、定額データ通 
信および従 量 データ通信を巧うのに便利なソフト 
ウェアです 。 「mopera U 」 のお申し込みや、お客様 
のご契約状況に応じたパソコンの設定を簡単に行う 
ことびでをまず。 

また、料金カウンタ機能でデータ通信 量 や利用金額の 
目まを確認することちでをます。 


夕 

/ S 断 
ゥ切 
力/ン 
金続夕 
料接ボ 
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お知らせ 


ドコモコネクション7ネー 
ジヤをインストールずる前に 


<ドコモコネクションマネージャ 1 U がの接続ソフト 
のご利用について> 

本ソフトには、於下のソフトと同等の機能び搭載さ 
れているため、政下のソフトを同時にご利用いただ 
く必要はありません。 

《必要に応じて、起動しない設定への変更やアンイン 
ス I -ールを実施してください。 

• iTiQpera U かんたんスタート 

• U かんたん接続設定ソフト 

• FOMA PC 設定ソフト 

• FOMA バイトカウンタ 

また、本ソフトで Mzone (公衆無線 LAN 接続）を利 
用する場合は、 ■UU 下の公衆無線 LAN 接続ソフトはア 
ンインス I -ールを行ってください。 

《じ(下のソフトを同時にインス I ■''ールした場合、本ソ 
フトでの Mzone 接続はご利用いただけません。 

• U 公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 

• ドコモ公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 
• ドコモ公衆無線 LAN ユーティ U ティプ□グラム 


インストールの流れ 


① FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続 
ケーブル01/02(別売)または USB ケー 
ブルを用意する 

③サービスおよびインターネットサービス 
プ□バイダの契約内容を確認する 
③ドコモコネクションマネージャ切外の接続 
ソフトびインス I ルされている場合は、 
必要に応じて自動的に起動しないように設 
定を変更する 

• 「ドコモコネクションマネージャじ(外の接続ソフ 
卜のご利用について」 - P 1 1 


Internet Explorer の設定について 

本ソフトをインストールする前に 、 Internet 
Explorer のインターネットオプションで、接続の設 
定を[ダイヤルしない]に設定して<ださし、。 



し啤 —■ I しか泌し .1 1 Mm ..1 

① Internet Explorer を起動し、[ツール]►[イン 
ターネットオプション]を選択ずる 

② 腊続]タブを選択し、[ダイヤルしない]を選択する 

③ [0 K ] をクリックする 


1 ドコモコネクションマネージャを使用 
する ユーザーで ログオンずる 

■ Windows Vista の場合 

管理者アカウントび必要です。管理者アカウ 
ントじ(外で□グオンしている場合は、インス 
I -ールの途中で、ユーヴー名とパスワードを 
入力する画面び表示されます。 

■ Windows XP / 2000の場合 
Administrat 日 rs グループに所属しているユー 
ヴーや「コンピュータの管理者」のユーヴー 
で□グオンします。 

2 起動しているアプリケーションをすべ 
て終了する 

ウイルスチェックソフトを含む、 Windows 上に常 
駐しているプ□グラムも終了します。 

•例：タスクバーに表示されているアイコンをちク 
U ックし、[閉じる]または[終了]を選択しま 
す。 


11 































ドコモコネクション7ネー 
ジャをインストールずる _ 

1 L -02 B 用 CD - ROM の案内に従ってイン 
ストーラーを起動する 



L -02 目通信設定ファイル（ドライバ）びインストー 
ルされていない場合は、ドコモコネクションマネー 
ジャをインストールする前にドライバをインストー 
ルします。 

「1_-02目通信設定ファイル（ドライバ）をインス 
I -ールする」一 P 已 

既にドライバびインス!-ールされている場合は、「イ 
ンターネット接続」 ► 「本 CD - ROM からの FOMA 
データ通信の設定方法」の項目③にある「インス 
I ル」からドコモコネクションマネージャをイン 
ストールすることびでさます。 


お知らせ 

• Windows XP で、 MSXML 6 - Wireless LAN 
A 円び環境にない場合は、ドコモコネクションマ 
ネージャをインス!-ールする前に、それらをイン 
ストールする必要びあります。確認の画面び表示 
されたときは [ Install ] ボタンを巧して、 
MSXML 6 - Wireless LAN A 円をインス1 -- ル 
します。 

MSXML 6 - Wireless LAN A 円のインス I ル 
完了後、 Windows を再起動すると、自動的にド 
コモコネクションマネージャのインス!-ールびは 
じまります。 


2 [続行]をクリックずる 

• Windows XP / 2000の場合、[ユーヴーアカウ 
ント制御]画面は表示されません。すぐにセット 
アツププ □ グラムび起動します。 



3 [次へ]をクリックずる 



4 注意事項を必ず確認のうえ、[次へ]をク 
リックする 
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巧のぺージへ続く 



























































5 使用許諾契約書の内容を確認のうえ、契 
約内容に同意する場合は、[使用許諾契約 
の条項に同意しまず]を選択し、[次へ]を 
クリックずる 



も インストール巧のフオルダを確認して、 
[次へ]をクリックずる 



7 [インストール]をクリックする 

インス!-ールびはじまります。 



3 [完了]をクリックずる 

これでインストールは完了です。 



ドコモコネクション7ネー 
ジャを起動ずる 

1 「@(スタート)」►「すべてのプ□グラ 
ム 」 ►「NTT DOCOMO 」 ►「ドっモっネ 
クションマネージャ」►「ドコモコネク 
ションマネージャ」 

ドコモコネクションマネージャを起動します。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「すべてのプ□グラム」 ► 
「 NTTD 日 COMO 」► 「ドコモコネクション 
マネージャ」 ► 「ドコモコネクションマネー 
ジャ」を順にク U ックします。 

■ Windows 2000の場合 
「スタート」 ► 「プ□グラム」 ► [NTT 
DOCOMO 」► 「ドコモコネクションマネー 
ジャ」 ► 「ドコモコネクションマネージャ」 
を順にクリックします。 

2 巧回起動時には、自動的に設定ウィザー 
ドび表示される 

政降はソフトの案内に従って操作-設定をすること 
で、インターネットに接続する準備び整います。 
詳しくは、『ドコモコネクションマネージャ操作マ 
ニュアル』をご覧ください。 
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巧のぺージへ続く 









































































お知らせ 

• インターネットブラウヴやメールソフトを終了し 
ただけでは、通信は切断されません。 

通信をご利用にならない場合は、必ずドコモコネ 
クシヨンマネージャの[切断する]ボタンで通信 
を切断して < ださい。 

0 S アップデートなどにおいて自動更新を設定し 
てし、ると自動的にソフトウェアび更新され、パ 
ケット通信料び高額となる場合びございますので 
ごま意ください。 



I 接続/切断 
ボタン 


ダイヤルアップネットワー 
クの設定 


ド コモコネクションマネー ジャを使用せずに、パ 
ケット通信のダイヤルアップ接続を設定する方法に 
ついて説明します。 


接続先 （ APN ) を設定ずる 


パケット通信で使う接続先 （ APN ) を設定します。 

接続先 （ APN ) は最大11件設定でさ、登録ま号 

( cid ) で管理します。 

設定には、 AT コマンドを入力するための通信ソフト 

び必要です。ここでは Windows 標準添付の 「 A イ 

パーターミナル」を使った設定方法を説明します。 

• お買い上げ時、登録番号 ( cid ) 1には mopera . ne . jp 、 
3には mopera . net び設定されていますので、接続先を 
設定するとさは、 cid 2、 または4〜 ]] に設定してくだ 
さい。 

• Windows Vista は「八イパーターミナル」に巧応して 
いません 。 Windows Vista で設定する場合は、 
Windows Vista に対応する通信ソフトをご使用くださ 
し、設定方法については、ご使用になるソフトの取扱 
説明書などをご参照ください。 

• fiTiGpera UJ 「 mopera 」 政外の接続先 （ APN ) につ 
いては、ご利用のプ□バイダまたはネットワーク管理 
者にお問い合わせ<ださい。 


例： Windows XP の場合 

] FOMA 端末とパソコンを接続ずる 

• 接続方法^ド3 

2 「スタート」►「すべてのプ□グラム」 ► 
「アクセサリ」►「通信」 KA イパーター 
ミナル」を順にクリックする 

八イノ くーターミナルび起動します。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「プ□グラム」 ► 「アクセヴ 
U 」► 「通信」 ► 「八イパーター三ナル」を 
順にク U ックします。 

3 「名前」欄に任意の接続先名を入力 ► 
[0K] をクリックずる 


巧ちの記ち 回図 


I 化い巧続 

るおを入力し、アイコンを涅んでく微、： 

をお(曲 

[FOMA 

アイ〕ンの:_ 

霉翁嗯犧圃巧破 

< _ > 


[ 0 K J I キヤシたル ] 


4 「電話番号」欄に実在しない電話番号 
( ro 」 など)を入力►「接続方法」に 
「FOMA L 02 B 」 と表示されていること 
を確認 ► にのをクリックずる 

• 複数のモデム名び「接続ち法」欄に表示されると 
さは、 FOMA 端末のモデム名を確認して、選択し 
て < ださい。 - P 9 



5 接続画面で[キャンセル]をクリックする 

八イパーター S ナルの入力画面び表示されます。 
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巧のぺージへ続く 



















































も 接続巧 (APN) を入力►口を巧す 

AT - K ： GDCOK [ T =< cid>,"<PDP type 〉"，" く APN 〉" 回の形 
式で入力します。 

く cid >、 く PDP type >、 く APN > の部分には、そ 
れぞれ次の情報を任意で入力して<ださい。 

入力後、 「0 K 」 と表示されれば、接続先 （ APN ) の 
設定は完了です。 

cid ; 2、4〜 ]] の内の任意の番号を入力し 

ます。 

《既に cid び設定されている番号を選 
択した場合は、設定び上書さされま 
すのでごを意ください。 

PDP type :接続先び対応する接続ち式を PPP また 
は IP のどちらかから選択して、""で囲 
んで入力します。 

APN :接続先 （ APN ) を’’"で囲んで入力します。 
• 入力した文字び表示されない場合は、 ATE 1 回を 



入力して<ださい< 


cid 2 に PDP type び PPP 、 APN び XXX . com の 
接続先を登録する場合 

■指定した cid の接続巧 ( APN ) の設定をリセット 
する場を 

AT + CGDC 0 NT 二く cicl > 回を入力します。 

■ 設定されている接続先 （ APN ) を確認する場台 

AT + CGDC 0 NT ? 回を入力します。 

7 「ファイル」イパーターミナルの終 
了」を順にクリックずる 

3 切断の確認画面で[はい]をクリック►保 
巧の確認画面で[いいえ]をクリックずる 

八イパーター S ナルび終了し、接続先 （ APN ) の設 
定び完了します。 

お知らせ 

• 接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報 
のため、異なる FOMA 端末を接続する場合は接続 
先 （ APN ) を登録し直してください。 

• パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続 
利用する場合は、 FOMA 端末の同じ登録番号 
( cid ) に同じ接続先 （ APN ) を登録してくださ 
い。 


発信者番号の通知/非通知を設定 
する 


パケット通信時に接続先に発信者番号を通知するか 
どうかを設定できまず。ここでは、 AT コマンド （* 
DGPWJ 7> K ^ P 24) を使って、接続する前に設 
定する方法を説明します。 

発信を番号はお客様の大切な情報でず。通知する際 
には、十分ご注意ください。 

• Windows Vista は「八イパーターミナル」に対応して 
いません 。 Windows Vista で設定する場合は、 
Windows Vista に対応する通信ソフトをご使用くださ 
し、設定方法については、ご使用になるソフトの取扱 
説明書などをご参照 < ださい。 

1 r 接続が APN) を設定する」 (P14) の操 
作1〜5を行う 

八イノて一夕一 S ナルび起動します。 

2 発信者番号の通知（186)/非通知 
(184) を AT コマンドで設定する 

AT * DG 円 R = く n > の形式でじ(下のように入力しま 
す。 

入力後、 「0 K 」 と表示されれば、通知/非通知の設 
定は完了です。 

• 入力した文字び表示されない場合は、 ATE ] 回を 
入力してくださし、。 

■ 発信者番号を非通知にずる場合 

AT * DGP 旧二]回 

発信/着信応答時に自動的に] 84び付さます。 

■ 発信者番号を通知ずる場合 

AT*DGP 旧二2回 

発信/着信応答時に自動的に] 8日び付さます。 

■ * DG 円 R コマンドによる通知/非通知の設定 



を初期値（設定なし）に戻ず場合 

AT が GP 旧二0回 


お知らせ 

• ドコモのインターネット接続サービス 「mopera 
川または 「 mcipera 」 をご利用になる場合は、 
発信ち番号を「通知」に設定する必要びありま 
す。 
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接続先番号による発信者番号の通知/非通知の設 
定について 

ダイヤルアップネットワークの設定時 （ P 1 日）に接 
続先番号に] 8日（通知）/]84 (非通知）を付けて 
わ、発信ち番号の通知/非通知を設定でさます。 

接続先番号、および* DG 円 R コマンドの各設定によ 
る発信ち番号の通知/非通知の状態は政下のよラに 
なります。 


接続巧き号の設定 
( cid =3 の場合） 

* DGP 旧コマンドによる設定 

設定なし 

非通知 

通知 

* 99 ネネ* 3 # 

通知 

非通知 

通知 

1 84*99* ネネ 3# 

非通ミ日（接続先番号の設定 
(184) び優先されます） 

18 巨ホ 99 ホホホ 3# 

通知（接続先番号の設定 
(186) び優先されます） 


ダイヤルアップネットワークの設 
定をする 


パソコンから通信（ダイヤルアップネットワーク） 
の設定をします。 

•「 mopera 川 「 mopera 」 攻外に接続する場合の設定 
内容については、ご利用のプ□バイダまたはネット 
ワーク管理者へお問い合わせください。 

例： < cid >=3 に登録されているドコモのインター 
ネ ッ 卜接続ヴービス 「mopera U 」 へ接続ずる場合 


Windows Vista で設定する場合 


1 「©(スタート)」►「接続制を順にク 
リックずる 

2 「接続またはネットワークをセットアッ 
プしまず」をクリックずる 

3 「ダイヤルアップ接続をセットアップし 
ます」を選択►[次へ]をクリックずる 

4 モデムの選択画面が表示された場合は 
「FOMA L 02 B 」 をクリックずる 

モデムの選択画面は、複数のモデムび存在するとさ 
のみ表示されます。 


5 各種設定を行い、[接続]をクリックずる 

• 「ダイヤルアップの電話番号」欄に接続先の番号 
を入力します。 

• 「接続名」欄に任意の接続名を入力します。 

. 「ユーヴー名」「パスワード」の各欄にプ□バイダ 
またはネットワーク管理ちから指定された設定を 
入力します。 

• firiGpera UJ または 「 mopera 」 に接続する場合 
は、「ユーヴー名」「パスワード」は空欄でわ接続 
でさます。 



A r (接続名）に接続中..」画面で[スキッス 
をクリックする 

接続テストは行わずに、設定のみ確認します。 

• [スキップ]をクリックしない場合、インター 
ネットに接続されますのでごを意くださし、。 

7 r 接続をセットアップしまず」►欄じる] 
をクリックする 



3 「©(スタート)」►「接続先」对候にク 
リックする 

9 作成したダイヤルアップのアイコンを選 
択►ちクリックして r プ□パティ」をク 
リックする 
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] Q 「全般」タブの画面で設定を確認する 

パソコンに2台政上のモデムび接続されている場合 
は、「接続の方法」欄で「モデムー FOMA L 02 目」 
のみにチ卫ックび付いていることを確認します 
(チェックび付いていない場合には、チェックしま 
す)。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」にチェックび付いていな 
いことを確認します（チェックび付いている場合 
は、チェックをがします)。 



11 「ネットワーク」タブをクリック►各種設 
定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イン 
夕ーネットプ〇トコルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 
にチェックを付けます。 

「日 oS パケットスケジューラ」の設定は、プ□バイ 
ダまたはネットワーク管理ちの指定に従って<ださ 
い。 

• TCP / IP を設定する場合は、[プ□パティ]をク 
リックします。設定については、プ□バイダまた 
はネットワーク管理者に確認してくださし、。 


適 FOMA のプ□バティ 


国 


□ムイシターネットプロトコルバージョン6 (TCP/IPV6) _ 

□る M にののれイ、タトワーク巧:?アイルとプリシタ共ち 
□ぶ g QoS パケットスケジューラ 
□を Microsoft ネットヮ-ク巧ゥライアシト 


I B ィシスト-ル(做— 1[ザア ンインストル(山 . r ブ山巧ィく巧 ] 
=兒巧 

伝さお腳プ □ 卜]ル/イシ》-ネットプロト]ル。相互巧続されたさまさ’まね 
ネットワーウ間の巧信を提化する、巧定のワイドエリアネットワ-ウプ□卜 
H ルです C 


0 K ] しキャンむレ 


12 「オプション」タブをクリック ►[ ppp 設 
■ 定]をクリックずる 

n ずべての項目のチェックを外ず ►[ OK ] 
- をクリックずる 


PPPiSS 蛙 

巧に P 祕張をほう ( E ) 

日リフトゥ I ァじょる圧縮を巧う ( N ) 

〇単ーリンク巧病はルてマルチリンクがづシエ-卜する ( M ) 

I 0 K ] I キャン t ル] 


U r オプション」タブの画面で [0 K ] をク 
1 リックする 


Windows XP で設定する場合 


1 「スタート」►「ずべてのプ□グラム」 ► 
「アクセサリ」►「通信」►「新しい接続 
ウイザード」を順にクリックする 


2 新しい接続ウイザード画面で[次へ]をク 
リックする 


巧しい巧ちウィサード 



新しい接結ウィザードの開始 

このゥィザ-ドではホのキかけをします： 

• インターネットへの巧続 

• 喷巧でのネットワ-クねどのプライベ-トネットワークへの巧続 

• ホームネットワークや小あ巧オフィスのネットりーウの松トアップ 

統巧すがこは化へ]を如》ゥしてく微、 

1 <戻る旧） \ ぶへ(凶)> M キザンセル1 


3 「インターネットに接続する」を選択 ► 
[次へ]をクリックずる 


4 「接続を手動でセットアップする」を選択 
►[次へ]をクリックする 

5 「ダイヤルアップモデムを使用して接続 
ずる」を選択 ► [次へ]をクリックずる 

A 「デバイスの選択」画面び表示された場合 
は r モデム— F 0 MAL 02 B 」 を選択►[次 
へ]をクリックずる 

デバイスの選択画面は、複数のモデムび存在すると 
さのみ表示されます。 
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7 nsp 名」欄に任意の名前を入力►[次へ] 
をクリックずる 


巧しい巧ちウィサード 


巧技を 

インター本クト巧情を提供するサーピスのる前ま问ですが 


ホのボッウスに広 P のる前を入力してくだな、 

吃 P を曲 
FOMA 

ここに入力されをるおは巧ぶしている巧続のをお成ります。 


;たへ(が> J I キサシセル I 


3 「電話番号」欄に接続巧の番号を入力 ► 
[次へ]をクリックする 


巧しい巧ちウィサード 


タイヤル寸る辟*号 

広 P のを話まちが旨ミしてください。 



下に宅話番号を入力してください。 

を詰まをを)： 

♦99 が*3# 

溃別當ちまたは市外ちまびぶ要な巧合があります。よくわからないときは、電話でその*更話者 
哥こタイヤルしてください。モデムの音力個こえる巧合は巧イヤルしたモのまち讀正賠です。 


]] [完了]をク U ックずる 

新しく作成した接続ウィヴードび表示されます。 

12 「スタート」►「すべてのプ□グラム」 ► 
r アクセサリ」►「通信」►「ネットワーク 
接続」を順にクリックずる 

13 作成したダイヤルアップのアイコンを選 
択►「この接続の設定を変更ずる」をク 
リックする 


ファイルの漏集を）まち(^^)わ寅に入り(直）ツ-ルの詳細試ち#ヘルプお） 

©房る . 〇 . ホ户おおレフオルタ. I 國- 

アドレス必 j ♦ネットワ-ウ按続 


巨！ま斤しい巧倚を巧巧する 
。ホーム/小規模オフィスのネジ 
-トワ-クをセットアップする 
♦ 视ファイアりオールの 

みこの巧爲を閱姑する 
1^この巧掃のを前をま:更する 
-.3 この箱倚を肖り除する 


|ai LAN ま fe はちまインターネ9卜 


(巨） この巧病の設ミをま更 する） 


龜 


£ 


[ く房る晒 ]L ;批必) >」 [ キヤシセル I 


9 接続の利用範囲を選択 ► [次へ]をクリッ 
クする 


] A 「全般」タブの画面で設定を確認する 

• パソコンに2台!;(上のモデムび接続されている場合 
は、「接続方法」欄で「モデムー FOMA L 02 B 」 の 
みにチェックを付けます。 

• r ダイヤル情報を使う」のチェックをがします。 


ユーヴーの選択を任意で行って < ださい。 

• パソコンの設定によっては、この画面び表示され 
ない場合びあります。 

1 Q 「ユーザー名」 r パスワード」「パスワード 
の確認入力」の各欄に入力 ► [次へ]をク 
リックずる 


プ□バイダまたはネットワーク管理ちから指定され 
た設定を入力します。 

• fmopera UJ または 「 mopera 」 に接続する場合 
は、空欄でわ接続でさます。 



立ーザー壽 I -1 

バスヮ-ドが： I I 

パスヮ-ドの谣忍入力に)： ] ^ 

囚^ビュ-如みイシタ-ネゥトだ編封ると苗もだれで扣のアがむ卜るをよかな'う-枯裙用 
回この括掃を巧ちのインタ-本》卜巧病とする(凶） 



;たへ(が> J I キサンセル I 
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15 「ネットワーク」タブをクリック►各種設 
定を行う 

• 「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 
「 PPP : Windows 9 已 /98/ NT 4/2000， lnternet 」 
を還択します。 

• 「この接続は次の項目を使用します」欄は、「イン 
夕ーネットプ□トコル（ TCP / IP )」にチェック 
を付けます。「日 oS パケットスケジューラ」の設 
定は変更でさません。 



] も [設定]をクリックする 

17 すべての項目のチェックを外ず ► にの 
- をクリックする 



13 r ネットワーク」タブの画面で [0 K ] をク 
リックする 


Windows 2000の場合 


1 「スタート」►「プ□グラム」►「アクセヴ 
リ>「通信」►「ネットワークとダイヤル 
アップ接続」を順にクリックずる 

2 ネットワークとダイヤルアップ接続画面 
で r 新しい接続の作成」アイコンをダブル 
クリックずる 

3 所在地情報画面び表示された場合は「市 
外局番」を入力 ► [ OK ] をクリックする 

「新しい接続の作成」をはじめて起動したとさのみ表 
示されます。2回目似降は操作已に進んでください。 


4 電話とモデムのオプション画面で [0 K ] 
をクリックずる 

5 ネットワークの接続ウィザード画面で 
[次へ]をクリックずる 

A 「インターネットにダイヤルアップ接続 
ずる」を選択►[次へ]をクリックずる 

7 「インターネット接続を手動で設定ずる 
か、または□一カルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続しまず」を選択 ► 
[次へ]をクリックずる 

3 「電話回線とモデムを使ってインター 
ネットに接続しまず」を選択►[次へ]を 
クリックする 

9 モデムの選択画面び表示された場合は 
「FOMA L 02 B 」 を選択►[次へ]をク 
リックする 

モデムの選択画面は、複数のモデムび存在するとさ 
のみ表示されます。 

•「FOMA L 02 BJ び表示されていない場合は、「イ 
ンターネットへの接続に使うモデムを選択する」 
欄をク U ックして 「 F 0 MAL 02 目」を選択しま 
す。 

1Q 「電話番号」欄に接続巧の番号を入力 ► 
[詳細設定]をクリックする 

「市が局番とダイヤル情報を使ラ」のチェックをがし 
ます。 
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11 r 接続」タブの画面で画面例のように設定 
を行う 

•「 mopera 川 「 mopera 」 政外に接続する場合、 
「接続の種類」「□グオンの手続さ」の各欄にプ〇 
バイダまたはネットワーク管理者から指定された 
設定を入力します。 



模倚IアドレスI 


-なは/ n なを白 

a PPP (Point to Point ブ〇トコル)® 

P LCP 妃柴をお加づる也)' 

广 SLIP (Serial Line Internet プ□トコル)を） 

广 C-SLIP (Compressed Serial Line Internet ブロ トコル)(じ 



「□ジオ:/の手続き- 


广キめで□ジオン(凹） 

广□ヴオンス如ブトの巧脚 L1): 



U 「ユーザー名」 r パスワード」を入力►[次 
へ]をクリックずる 

プ□バイダまたはネットワーク管理ちから指定され 
た設定を入力します。 

•「 mopera 川または 「 mopera 」 に接続する場合 
は、空欄でわ接続でさます。空欄の場合、ユー 
ヴー名とパスワードの空白を確認する画面び続け 
て表示されます。各画面で[はい]をク U ックし 
ます。 



12 「アドレス」タブをクリック►画面例のよ 
■ うに設定►に K ] をクリックする 

• firiGpera UJ firiGperaJ 私外に接続する場合は、 
riP アドレス」 riSP による DNS (ドメインネーム 
サービス）アドレスの自動割り当て」の各欄にプ 
□バイダまたはネットワーク管理者から指定され 
た設定を入力します。 



13 「インターネットアカウントの接続情報」 
' 画面で[次へ]をクリックずる 


15 「接続名」欄に任意の接続巧名を入力 ► 
[次へ]をクリックする 

、も 「いいえ」を選択►[巧へ]をクリックする 
17 [完了]をクリックする 

• 「今すぐインターネットに接続するにはここを選 
び完了をク U ックしてください」び表示される場 
合はチェックをがします。 

18 作成したダイヤルアップのアイコンを選 
' 択►「ファイル」►「プ□パティ」を順にク 
リックずる 



1 ファイルの漏集®ま示な）わ尉こ入り(かツールの詳を臟定(がヘルブお） 

煤席り） 

げ態く U) 

巧しい巧続(曲.. 

コピーの化な® 

ショートかタトの化巧を） 
刖隨(が 
をおのを更(凹〉 

玲まなフォルタ 1 驻 R X が） 1 罰’ 

f イザルアウプ巧続 

8 黄た 

1 げパ巧し磯病のロー&エリア国 

-|^て—— 

閱じるに） 

梗ま有:タイヤルアップ 

が渡切目斤 
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]9 「全般」タブの画面で設定を確認する 

• パソコンに2台じ(上モデムび接続されている場合は、 
「接続の方法」欄で「モデムー FC ) MAL 02 B 」 のみ 
にチェックを付けます。 

• 「ダイヤル情報を使ラ」のチェックを外します。 



20 「ネットワーク」タブをクリック►各種設 
定を行う 


22 就 


ての項目のチェックを外ず►に K ] 
ックずる 



23 「ネットワーク」タブの画面で [ OK ] をク 
リックする 



ドコモコネクションマネージャを使わない通信およ 
び通信の切断の操作について説明します。 

• 通信する前に FOMA 端末びパソコンに正し < 接続され 
ていることを確認してください。 - P 3 
• 通信するとさは、設定に使用した FOMA 端末を接続し 
てください。異なる FOMA 端末を接続した場合は、 L - 
02目通信設定ファイルの再インス I -ールび必要になる 
場合びあります。 


• 「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 
「 PPP : Windows 9己/ 98/ NT 4/2000. Internet 」 
を選択します。 

• 「チェックボックスびオンになつているコンポー 
ネントはこの接続で使われます」欄は、「イン 
夕ーネットプロトコル（ TCP / IP )」のみに 
チェックを付けます。 



例： Windows Vista の場合 

1 「©(スタート)」►「接続制对候にク 
リック►設定した接続巧を選択►[接続] 
をクリックする 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「すべてのプ□グラム」►「ア 
クセヴ U 」► 「通信」 ► 「ネットワーク接続」 
を順にク U ック►設定した接続先のアイコン 
をダブルク U ックします。 

■ Windows 2000の場合 

「スタート」 ► 「プ□グラム」 ► 「アクセヴ 
IJ 」► 「通信」 ► 「ネットワークとダイヤル 
アップ接続」を順にク U ック►設定した接続 
先のアイコンをダブルク U ックします。 


21 [設定]をク U ックずる 
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2 「ユーザー名」 r パスワード」を入力►[ダ 
イヤル]をクリックずる 

接続先に接続されます。 

•「mopera U 」 または fmoperaj に接続する場合 
は「ユーヴー名」「パスワード」の各欄は空欄のま 
ま、[ダイヤル]をク U ックしてわ接続でさます。 
その他のプ□バイダやダイヤルアップ接続を選択 
した場合は、「ユーヴー名」「パスワード」の各欄 
に入力し、[ダイヤル]をク U ックしてください。 

• ユーヴー名とパスワードの保存、またはパスワー 
ドの保存にチェックを付けると、次回からは入力 
を省略でさます。 

• 0 S の種類によっては、ダイヤルアップを接続す 
ると接続の完了画面び表示されます。ただし、];! 
前に接続完了のメッセージを表示しない設定にし 
た場合は、完了画面は表示されません。 



通信を切断ずる 


インターネットブラウザを終了しただけでは通信び 
切断されない場合びあります。次の操作を行い、確 
実に切断してください。 


1 パソコンのタスクトレイの 
ダイヤルアップアイコンを 


固 


クリックずる 

接続状態を示す画面び表示されます。 


2 [切断]をクリックずる 

通信び切断されます。 



お知らせ 

• パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速 
度とは異なる場合びあります。 


AT コマンドについて 


パソコンで FOMA 端末の機能の設定や状態の確認を 
行うためのコマンド（命を）です。通常は通信ソフ 
卜び AT コマンドを発行するので、 AT コマンドを意 
識する必要はありません。独自に AT コマンドを入力 
して FOMA 端末を制御したい場合に利用します。 


AT コマンドの入力お式 


AT コマンドの入力は八イパーターミナルなどの通信 
ソフトのターミナルモード画面で巧います。 

• ター S ナルモードとは、パソコンで入力された文字び 
通信ポートに接続されている回線に送信されるモード 
のことを示します。 


入力例 


ATD * 99 * * * 1 # 回 


-リターソV—ク 

-パラメータ：コマンドの 

内容です。 

-コマンド名 

• AT コマンドは、コマンドに続くパラメータ（数字や記 
号）を含めて、必ず1行で入力します。通信ソフトの 
ター S ナルモード画面では、最初の文字から回の直前 
の文字までび「1行」になります。 AT コマンドち含め 
て2已6文字まで入力でさます。 

• AT コマンドは、コマンドに続くパラメータも含めて、 
必ず半角英数字で入力して < ださい。 

• 入力した文字び表示されない場合は、 ATE 回を入力し 
て < ださい。 
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AT コマンドー覧 


L-02B Modem で使用できる AT コマンドです。 

• のコマンドは、入力可能ですび機能しない無効なコマンドです。 
-AT (AT のみ入力） 

-ATSO (自動着信するまでの呼び出し回数設定） 

- ATS 6 (ダイヤルするまでのポーズ時間設定） 

- ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） 

- ATS 10 (自動切断までの遅延時間設定） 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実巧例 

A / 

直前に実行した AT コマン 
ドを再実行します。入力の 
最後にキャリッジリターン 
( CR ) の入力は不要です。 


A / 

0 K 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを 
表术します。 


AT%V 

L 02 B - 

XXXXXXXXX - 
XXXXX - XXX - XX - 
2008 - DCM-JP 

X [XXX XX 

2008 XX : XX : XX ] 
OK 

AT & C < n > 

DTE への回路 C □信号の動 
作条件を選択します。 

n 二0 : CD は常に ON 
n 二]: CD は相手モデムのキヤ U 
アに応じて変化する（初期 
値） 

AT&Cl 

OK 

AT & D < n > 

DTE から受け取る回路 ER 
信号びオンまたはオフへ遷 
移したとさの動作を選択し 
ます。 

n 二0 : ER の状態を無視する（常 
に ON とみなします） 
n 二2 :回線を切断し ER び ON から 
OFF に変化すると、オフラ 
インコマンド状態になる 
湖期値） 

AT & D 2 

OK 

AT & F < n > 

すべてのレジスタを工場出 
荷時の設定値に戻します。 
通信中にこのコマンドび入 
力された場合は、回線切断 
の処理び行われます。 

n 二0のみ指定可能借略巧） 


AT & W < n > 

現在の設定値を FOMA 端末 
に記憶します。 

n 二0のみ指定可能借略巧） 

— 

AT が ANTE 

FOMA 端末の電波状態（ア 
ンテナマークの棒の本数） 

を表 7 JT します。 

U ヴルトの書式： 

が ANTE :< m > 
m =0 :圏外の状態 
m 二]:アンテナび0本または]本 
表示される状態 

m 二2 :アンテナび2本表示される 
状態 

m 二3 :アンテナび3本表示される 
状態 

AT が ANTE 
が ANTE :3 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT ネ DGP 旧 =< n > 

パケット通信時に、接続先 
への発信者番号の通知/非 
通知を設定します。 

本コマンドの設定は、発信 
時に有効です。 

なお、ダイヤルアップネッ 
トワークの設定で、接続先 
の番号に] 84 (非通知）/ 
186 (通知）を付けても設 
定できます。一 P ] 目 

n 二0 : APN の設定のまま接続 
n 二]: APN に] 84 (非通知）を 
付加して接続 

n 二2 : APN に] 8目（通知）を付 
加して接続 

AT が GP 旧？ 

:現在の設定値を表示する 

AT が GP 旧=0 

0 K 

AT が GP 旧？ 

ネ DGPIR :0 

OK 

AT が RPW 

FOMA 端末の受信電力指標 
値を表示します（最ル値〜 
最大値： 〇〜7己)。 


AT が RPW 
が RPW :2 己 

OK 

AT+CACM 二"く pas 
swcl >" 

FOMA カードに記録される 
累積課金の値を U セットし 
ます。 

passwcl : PIN 2 コード 
入力した PIN 2 コードび正しかった 
場合は、累積課金の値をリセット 
します。 

( PIN 2 つードとし 
て「]234」を入 
力） 

AT+CACM 二"123 
4" 

0 K 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を表 
术します。 

U ヴルトの書式： 

+ C 巨じく bcs > ，く bcl > 
bcs 二0 :電池パックより電源び供 
給されている状態 
bcs = l :電池パックより電源び供 
給されていない状態 
bcs 二2 : FOMA 端末に電池パック 
び接続されていない状態 
bcs =3 :電源供給エラーによる 

FOMA 端末から発信不可 
の状態 

bcl :電池残量を〇〜100の数 

値で表示する 

AT+CBC 
+ CB じ0,70 

0 K 

AT+CGDCONT 

パケット通信の接続先 
( APN ) を設定します。 

P 30 をご参照ください。 

P 30 をご参照くだ 
さい。 

AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信の接続確 
立時にネットワーク側から 
通知される QoS (サービス 
品質）を許容するかどラか 
判定する基準値を登録しま 
す。 

P 30 をご参照ください。 

P 30 をご参照くだ 
さい。 

AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信時 
にネットワーク側へ要求す 
る日 oS (サービス品質）を 
設定します。 

P 30 をご参照ください。 

P 30 をご参照くだ 
さい。 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 
表 7 JT します。 


AT+CGMR 

XXXXXXXXXXX 

XXXXX 

0 K 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CGREG 二く n> 

ネットワークへの登録状態 
を通知するかどラかを設定 
します。ネットワークから 
応答される通知情報に応じ 
て圏内または圏外を表示し 

n 二0 :通知なし（初期値） 
n 二]:通知あり 

圏内/圍外び切り替わると 
通知する 

AT+CGREG? 

:現在の状態を表示する 

リヴルトの書式： 

+CGREG: く n>i く stat> 
n :通知のあり/なしの現在の設 
定値を表示する 
stat 二0:パケット通信圏外 
stat 二1:パケット通信圏内 
stat 二4:不明 

stat 二5:パケット通信圏内 （□— 
三ング時） 

AT+CGREG 二] 

0K 

(通知ありに設定し 
た場合） 

AT+CGREG? 
+CGREG: 1，0 

OK 

(パケツト通信圏外 
の場口） 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 


AT+CGSN 

XXXXXXXXXXX 

XXXX 

0K 

AT+CMEE 二 <n> 

FOMA 端末の エラー レポ ー 
卜の有無を設定します。 

n 二0 :通常の ERROR U ヴルトを 
用いる（初期値） 
n 二 ]: +CME ERR0R:<err>U 
ヴルトコードを使用し、 
<erT> は数値を用いる 
n 二2 : +CME ERR0R:<err>U 
ヴルトコードを使用し、 
<erT> は文字を用いる 
AT+CMEE? 

:現在の設定値を表示する 
ち記は誤った PIN □ック解除コー 
ド、および PIN]/PIN2 コードを 
入力した場合の表示例です。 

AT+CMEE=0 

OK 

AT+C 円 N="123 

4己 678"; 1234" 
ERROR 

AT+CMEE=] 

OK 

AT+CPIN 二" 123 

4 己 678"; 1234" 
+CME ERROR : 

16 

AT+CMEE=2 

OK 

AT+C 円 N="123 

4 己 678"; 1234" 
+CME ERROR : 
incorrect 
password 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 
を表术します。 

U ヴルトの書式： 

+CNUM:， く number〉 ，く type> 
number :自局電話番号 
type 二] 29 

:電話番号に「+」（国際アクセス 
コード）を含まない 
type 二] 4己 

:電話番号に「+」（国際アクセス 
コード）を含む 

AT+CNUM 
+CNUM:，" 090 XX 
XXXXXX",129 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CPAS 

FOMA 端末への制御信号び 

U ヴルトの書式： 

AT+CPAS 


使用でさる状態かどラかを 

+ CPAS: く pas> 

+ CPAS:0 


表术します。 

pas 

0:F0MA 端末への制御信号の送受 
信び可能 


AT+CPIN 二"くが n>" 

FOMA 端末に PIN コードを 

PIN ] /PIN2/PIN □ック解除コー 

AT+CPIN? 

[."<newpin>"] 

入力します。 

ドを入力します。 

+CPIN : SIM PIN 



AT+CPIN? 

OK 



: PIN 1または PIN2 コードの状態 
を示します。 U ヴルトコードに 

(PIN] または PIN2 



ついては P3] を参照してくださ 

コードとして 



い。 

「1234」を入力） 



《AT+CPIN によって PIN 認証は 

AT+C 円 N="123 



可能ですび、 FOMA 端末には表 

4" 



示されません。ご注意ください。 

0K 




(PIN □ック解除 
コードとして 
「 ] 234己678」、 
新しい PIN 1または 
円N2コードとして 
「1234」を入力） 
AT+C 円 N="123 

4己 678"; 1234" 
0K 

AT+CPUC 二"く curr 

FOMA カー ドの通貨 テーブ 

passwd : PIN2 コード 

(PIN2 つードとし 

ency>"；'<ppu>"[," 

ルを書さ換えます。 


て「]234」を入 

<Passwd>"] 


※入力した PIN2 コードび誤ってい 

力） 



た場合は、 「ERROR」 び表示さ 

AT+CPUC 



れます。 

二" YEN"; 0.2712 
34" 



AT+CPUC? 

OK 



:現在の設定値を表示する 

AT+CPUC? 

+CPUC:"YEN". 

"0.2" 




OK 




AT+CPUC =? 

OK 

AT+CREG 二 <n> 

圏内/圏外情報の表示に関 

n 二0 :通知なし（初期値） 

AT+CREG=] 


する U ヴルト表示の有無を 

n 二]:通知あり 

OK 


設定します（パソコンの 

圏内/圏外び切り替わると 

(通知ありに設定） 


0S によっては設定でさな 
い場合びあります)。 

通知する 

AT+CREG? 



AT+CREG? 

+CREG: 1，0 



:現在の状態を表示する 

OK 

(圏外の場合） 



リヴルトの書式： 

+CREG: く n>i く stat> 

+CREG:1 



n :通知のあり/なしの現在の設定 

(圏外から圏内に移 



値を表示する 
stat 二0:音声圏外 
stat 二]:音声圏内 
stat 二4:不明 

stat 二已:音声圏内（□ーミング時） 

動した場合） 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+FCLASS 二く n> 

FOMA 端末びヴポートする 
通信種別を設定します。 

n 二0 :データのみサポート（初期 
値） 

AT+FCLASS? 

:現在の設定値を表示する 

AT+FCLASS=0 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末の AT コマンド 
のサポート能力を表示しま 
す。 


AT+GCAP 

+GCAP:+CGSM， 

+FCLASS.+W 

OK 

AT+GMI 

製造元名を表示します。 


AT+GMI 

LG Electronics 

Inc 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名を表示 


AT+GMM 

FOMA L02B 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを 
表术します。 


AT+GMR 

L02B- 

MSM409565- 
VXXX-XXX-XX- 
XXXX-DCM-JP 

X [XXX XX 

2008 XX:XX:XX] 
OK 

AT+IFC 二 <ri>，<m> 

フ□一制御方式を設定しま 
す。 

n:DCE by DTE 
m:DTE by DCE 

く n> ，く m>® パラメータ 

0: フ□一制御なし 
]:X 日 N/X0FF フ□-制御 
2:RS/CS (RTS/CTS) フ□-制 
御湖期値） 

AT+IFC? 

:現在の設定値を表示する 

AT+IFC 二2,2 

OK 

AT+IFC? 

+IFC: 2,2 

AT+WS46 二 <n> 

FOMA 端末び使用する無線 
ネットワークを設定しま 
す。 

n 二 12:GSM 

n 二 22:3G (W-CDMA) 

n 二2日:自動切り替え（初期値） 

AT+WS46? 

:現在の設定値を表示する 

AT+WS46 二 22 

OK 

AT+WS46? 

22 

OK 

AT¥S 

現在設定されている各コマ 
ンド、 S レジスタの内容を 


AT¥S 

El QO VI X4 
&C1 &D2 
3000=000 
3003=013 
3004=010 

SOO 己 =008 
3006=005 
3007=060 
S008-003 
3010=001 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATD 

発信処理を行います。 

入力の書式： 

ATD ネ99 * ネ <cicl># 
cicl:+CGDCONT コマンドで設定 
した APN の登録番号 (cid) を1〜 

1 ] で入力します。 

• cid を省略して 「ATD*99 が*#」 

と入力すると、自動的に cid 1に 
登録されている APN に発信され 
ます。 

ATD*99 林*3# 
CONNECT 

ATE<n> 

コマンドモードのとさに 
DTE に対するエコーバック 
の有無を指定します。 

n 二0:エコーバックなし 
n 二]:エコーバックあり（初期 
値） 

ATE] 

OK 

ATH 

パケット通信時に回線を切 
断します。 


(パケット通信中） 
ATH 

N0 CARRIER 

ATI<n> 

認識コードを表示します。 

n 二0 : 「NTT DOCOMO」 を表示 
する 

n 二]:製品名を表示する 
n 二2 : FOMA 端末のバージョンを 
表术する 

n=3 : ACMP 信号の各要素を表示 
する 

n 二4 : FOMA 端末の通信機能の詳 
細を表示する 

ATI0 

NTT DOCOMO 

OK 

ATI] 

FOMA L02B 

OK 

ATQ<n> 

DTE への U ヴルトコードを 
表示するかどラか設定しま 
す。 

n 二0 :表示する湖期値） 
n 二].表术しない 

ATQO 

OK 

ATQl 

(このとき、「日 K」 

は表示されない） 

ATS3 二 <n> 

キャ U ッジ U ターン (CR) 
キャラクタを設定します。 

n 二13 :初期値 （13 のみ設定でさ 
ます） 

ATS3? :現在の設定値を表示する 

ATS3 二] 3 

0K 

ATS3? 

013 

0K 

ATS4 二く n> 

ラインフイード (LF) キャ 
ラクタを設定します。 

n 二10 :初期値 （10 のみ設定でさ 
ます） 

ATS4? :現在の設定値を表示する 

ATS4=]0 

OK 

ATS4? 

010 

OK 

ATS 己二 <n> 

バックスペース （BS) 
キャラクタを設定します。 

n 二8 :初期値 （8 のみ設定でさま 
す） 

ATS 己？：現在の設定値を表示する 

ATS 己二8 

OK 

ATS 己？ 

008 

OK 

ATV<n> 

すべてのリヴルトコードの 
表示を数字または英文字に 
設定します。 

n 二0: U ヴルトコードを数値で表 
示する 

n 二]:リヴルトコードを文字で表 
示する（初期値） 

ATVl 

OK 


28 


巧のぺージへ続く 















AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATX く n> 

接続時の CONNECT 表示 
に速度表示の有無を設定し 
ます。また、ビジートー 
ン、ダイヤルトーンを検出 
します。 

n 二0 :ビジートーン検出なし、ダ 
イヤルトーン検出なし、速 
度表术なし 

n 二]:ビジートーン検出なし、ダ 
イヤルトーン検出なし、速 
度表示あり 

n 二2 :ビジートーン検出なし、ダ 
イヤルトーン検出あり、速 
度表示あり 

n 二3 :ビジートーン検出あり、ダ 
イヤルトーン検出なし、速 
度表示あり 

n 二4 :ビジートーン検出あり、ダ 
イヤルトーン検出あり、速 
度表示あり（初期値） 

ATX1 

0K 

ATZ 

AT コマンドの設定を、不 
揮発メモリの内容に U セッ 
卜します。通信中にこのコ 
マンドび入力された場合 
は、設定は U セットされま 
せん。 


ATZ 

0K 
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AT コマンドの補足説明 


■ コマンド名： +CGDCONT= [パラメータ] 

• 概要 

パケット発信時の接続先 ( APN ) の設定を行い 
ます。 

本コマンドは設定コマンドですび、 & F による U 
セットは行われません。 

• ま式 

+ CGDC 日 NT 二 [< cid > [ ,"<PDP type >" 

[；'< APN >"]]] 

• パラメータ説明 
な形※]: ] 〜]] 

く PDPtype >《2 : PPP または IP 
< APN >《3 :任意 

《1 < cid > は、 FOMA 端ホ内に登録するパケット通信 
での接続先 （ APN ) を管理する番号です。本 
FOMA 端までは1〜11び登録でさます。 

なお、 < cicl >= l には mopera . ne . jp 、< cid >=3 に 
は mopera . net び初期値として登録されています。 
《2 く PDPtype > は、パケット通信の接続方式です。 
接続先び対応する接続ち式を PPP または IP のど 
ちらかから選択して入力します。 

《3 く APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文 
字列です。 

•コマンド実行例 

abc といラ APN 名を登録する場合のコマンド 
( cicl 2 に登録する場合） 

AT+CGDCONT 二 2; IP "，" abc " 

OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGDCONT = 

:すべてのく cicl > を初期値に戻します。 
AT+CGDCONT 二 < cicl > 

:指定されたく cicl > を初期値に戻します。 
AT + CGDCONT =? 

:設定可能な値のリスト値を表示します。 
AT + CGDCONT ? 

:現在の設定を表示します。 

■ コマンド名： +CGEQMIN= [パラメータ] 

• 概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知 
される日 oS (サービス品質）を許容するかどラ 
かの判定基準値を登録します。 

本コマンドは設定コマンドですび、 & F による U 
セットは行われません。 

• 書式 

+ CGE 日 MIN 二 [< cid > し 〈Maximum bitrate UL > 
[ ，く Maximum bitrate DL >]]] 

• パラメータ説明 
< cicl >《] : ] 〜]] 

く Maximum bitrate UL >《2 :なし湖期値） 
または384 

く Maximum bitrate DL >《2 :なし湖期値） 
または7,232 


《1 < cicl > は、 FOMA 端ホ内に登録するパケット通信 
での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 

《2 く Maximum bitrate UL > およびく Maximum 
bitrate DL > は、 FOMA 端末と基地局間の上りお 
よび下り最大通信速度 [ kbps ] の設定です。な 
し（初期値）の場合はすべての速度を許容します 
び、384およびス232を設定した場合はこれら 
の値攻外での速度の接続は許容しないため、パ 
ケット通信び接続でさない場合びありますのでご 
を意ください。 

• コマンド実行例 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合の 
コマンド （ cid び2の場合） 

AT+CGEQMIN 二2 

0 K 

(2) 上り 384 kbps / 下0 7,232 kbps の速度の 
み許容する場合のコマンド （ cid び2の場合） 
AT+CGEQMIN 二2，，384,7232 

0 K 

(3) 上り 384 kbps / 下りはすべての速度を許容 
する場合のコマンド （ cid び2の場合） 
AT+CGEQMIN 二2，，384 

0 K 

(4) 上りすベての速度/下り7,232 kbps の速度 
のみ許容する場合のコマンド （ cid び4の場 
合） 

AT + CGEQMIN =4，，，7232 

OK 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT+CGEQMIN 二 

:すべてのく cid 〉 を初期値に戻します。 
AT+CGEQMIN 二く cicl > 

:指定された < cicl > を初期値に戻します。 
AT+CGEQMIN 二？ 

:設定可能な値のリスト値を表示します。 
AT + CGEQMIN ? 

:現在の設定を表示します。 

■ コマンド名： +CGEQREQ= [パラメータ] 

• 概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求す 
る QoS (サービス品質）を設定します。 

次のコマンド実行例に記載されている]種類の 
み設定でさ、初期値としてを設定されています。 
本コマンドは設定コマンドですび、 & F による U 
セットは行われません。 

• ま式 

+ CGEQREQ 二 [< cid >] 

• パラメータ 説明 
< cid >^ : ] 〜]] 

《 < cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通 
信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 

• コマンド実行例 

上り 384 kbps / 下り7,232 kbps の速度で接続 
を要求する場合のコマンド （ cid び2の場合） 
AT+CGEQREQ 二2,2,384,7232 
0 K 


30 


巧のぺージへ続く 






• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGEQREQ 二 

:すべてのく cicl > を初期値に戻します。 
AT+CGEQREQ 二 < cid > 

:指定された < cicl > を初期値に設定します。 


エラーレポー ト ー 覧 


数字表示 

文字表示 

理由 

]已 

SIM wrong 

FOMA 力ード攻がの SIM 
( NTT ドコモ私がのに力一 
ド） び挿入されています。 

16 

incorrect 

password 

パスワードび誤っていま 
す。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


リザルトコード 


■ リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信しています。 

3 

NO CARRER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けること 
びでさません。 

6 

NO 

ダイヤル!-ーンび検出でさ 


DIALTONE 

ません。 

7 

BUSY 

話中音検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了（タイムアウト） 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です。 


お知らせ 

• ATVn コマンド （ P 28) び n =] に設定されている 
場合は文字表示（初期値)、 n =0 に設定されてい 
る場合は数字表示で U ヴルトコードび表示されま 
す。 


■ AT + CPIN ? のリヴルトコード 


FOMA 端末の 
状態 

リザルトコード 

入力待ち 

+CPIN:SIM PIN (円 N1 コー ドの場合） 
+CPIN:SIM 円 N2 (PIN2 コー ドの場合） 

円 N □ック解除 
コード入力待ち 

+CPIN:SIM PUK (円 N ] コー ドの場合） 
+CPIN:SIM PUK2 (円 N2 コー ドの場合） 

円 N コード認証 
済み 

+C 円 N:READY 

不適切な コマン 
ドび入力された 
状態 

+CME ERROR:Operation is not 
allowed 

コマン ド誤入力 

ERROR 
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